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平成1

問い合わせ先…

健康課（昇町1－120いきいきプラザ内）

1(501)11345(501)0051

http://www.city.kasuga.fukuoka.

jp/ikiiki/index.html

kenkou@city.kasuga.fukuoka.jp

母子健康手帳の交付
妊娠中の母体、乳幼児の健康管理のための手帳｢母子健康手帳｣を交付します。

妊娠した時には、必ず交付を受けてください。
交付受付日時 毎週金曜日　午前10時～10時15分
交付場所 いきいきプラザ
※　30分程度の講習を行います。

乳幼児健診
乳幼児の健康のための健診です。4カ月、10カ月、1歳6カ月、3歳になったときには、忘れないように必ず受け

ましょう。なお、時間など詳しくは事前に案内通知を郵送します。
日程

受診場所　
4カ月児・3歳児健診　いきいきプラザ　
10カ月児・1歳6カ月児健診　病医院（受診できる病医院は案内通知で確認してください）

通知時期�健診の種類�

満3カ月になる月の�
月末�

満9カ月になる月の�
月末�

満3歳になる月の�
月末�

満1歳6カ月になる月の�
月末�

4カ月�

10カ月�

1歳6カ月�

3歳�

4月�5月�6月�7月�8月�9月�10月�11月�12月�1月�2月�3月�

8日�
(金)

13日�
(金)

10日�
(金)

8日�
(金)

5日�
(金)

9日�
(金)

14日�
(金)

11日�
(金)

9日�
(金)

13日�
(金)

3日�
(金)

10日�
(金)

22日�
(金)

27日�
(金)

24日�
(金)

22日�
(金)

26日�
(金)

16日�
(金)

28日�
(金)

25日�
(金)

16日�
(金)

27日�
(金)

24日�
(金)

24日�
(金)

7日�
(木)

12日�
(木)

9日�
(木)

7日�
(木)

4日�
(木)

8日�
(木)

13日�
(木)

10日�
(木)

8日�
(木)

12日�
(木)

2日�
(木)

9日�
(木)

21日�
(木)

26日�
(木)

23日�
(木)

21日�
(木)

25日�
(木)

15日�
(木)

27日�
(木)

24日�
(木)

15日�
(木)

26日�
(木)

23日�
(木)

23日�
(木)

満10カ月になる月内で都合のよい日�

満1歳7カ月になる月内で都合のよい日�
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3 すくすく育児相談
子育てに関するさまざまな相談に応じます。会場では、乳幼児の身長や体重の計測も行っています。
日程

受付時間 午前10時～11時（児童センターは11時30分まで）
※　６月と２月には、「子育てステーションぽれぽれ」（春日1－38）でも行います。詳しくは、市報でお知らせし
ます。

子育て関連教室
育児支援のひとつとして、いきいきプラザでは、さまざまな教室を行っています。積極的に参加してください。

いきいきプラザ�

児童センター�

4月�相談会場� 5月�6月�7月�8月�9月�10月�11月�12月�1月�2月�3月�

26日�
(火)

24日�
(火)

28日�
(火)

26日�
(火)

30日�
(火)

27日�
(火)

25日�
(火)

22日�
(火)

20日�
(火)

24日�
(火)

28日�
(火)

28日�
(火)

13日�
(水)�
須玖�

11日�
(水)�
光町�

8日�
(水)�
毛勝�

13日�
(水)�
須玖�

10日�
(水)�
光町�

14日�
(水)�
毛勝�

12日�
(水)�
須玖�

9日�
(水)�
光町�

14日�
(水)�
毛勝�

11日�
(水)�
須玖�

8日�
(水)�
光町�

8日�
(水)�
毛勝�

マタニティクラス� パパママ教室� 離乳食教室�

0歳児子育て教室� 歯みがき教室� ふたごのつどい�

　妊娠・出産・育児に関する講
習会です。いろいろな相談にも
応じます。�
日程　毎月第1～4木曜日（計4回）�
時間　午前10時～正午�
　　　※第3木曜日は調理実習の

　ため午後2時まで�
（受付　午前9時45分～
10時）�

参加費　無料（第3木曜日は材料
費として400円必要）�

　出産を控える夫婦を対象に、
出産の心構えやもく浴などを教
えます。妊婦体験も行います。�
日程　　4月9日(土)　6月18日(土)

　8月27日(土)　10月1日(土)
　12月3日(土)　2月18日(土)�

時間　午後1時30分～4時30分�
参加費　無料�
●事前に申込が必要�
　です。詳しくは、�
　市報やホームペー�
　ジを見てください。�

　離乳中期（生後6～8カ月）以
降の離乳食の作り方や進め方を
教えます。�
日程　　5月31日(火)　7月19日

(火)　9月20日(火)　11月
8日(火)　1月17日(火)　3
月21日(火)�

時間　午後1時30分～3時30分�
参加費　200円（材料費として）�
●事前に申込が必要です。�
　詳しくは、市報や�
　ホームページを�
　見てください。�
　�

　毎回違うテーマで、育児につ
いての講義を行います。参加者
同士の交流も図れます。�
日程　　4月27日(水)　6月6日(月)

　8月8日(月)　10月5日(水)
　12月12日(月)　2月6日(月)�

時間　午前10時30分～正午�
（受付　午前10時15分～
10時30分）�

　歯科衛生士が、乳幼児期の歯
の健康についての講義や、ブラ
ッシング指導を行います。�
日程�
○0歳児�
　4月6日(水)　6月29日(水)　
8月24日(水)　10月26日(水)
　12月21日(水)　2月15日(水)�
○1歳児�
　5月18日(水)　7月27日(水)
　9月28日(水)　11月30日(水)
　1月25日(水)　3月15日(水)�
時間　午前10時30分～正午�

（受付　午前10時15分～
10時30分）�

　多胎児を出産する予定の妊婦や、
双子などを育児中の家族の交流
会です。�
日程　　4月12日(火)　5月17日

(火)　6月21日(火)　7月
12日(火)　8月9日(火)　9
月13日(火)　10月18日(火)
　11月15日(火)　12月13
日(火)　1月10日(火)　2
月21日(火)　3月14日(火)�

時間　午前10時30分～正午�
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4予防接種
予防接種は、感染症予防のため、子どもの成長に合わせて段階的に受けなければなりません。

予防接種に関する個人への通知は行っていませんので、接種もれのないよう計画的に受けましょう。
なお、対象年齢の期間内に受ける場合はすべて無料です。

■接種の間隔を守りましょう　　　　　■健康状態がいいときに受けましょう

日本脳炎�

三種（二種）混合�

1週間以上�

4週間以上�

ポリオ�

風しん�

BCG はしか�

1
週
間
以
上
�

4
週
間
以
上
�

集団（いきいきプラザ）で受ける接種の種類と受け方�

病医院で受ける接種の種類と受け方�
接種を行う市内の病医院�

生後3カ月以上�
6カ月未満�

生後3カ月以上�
90カ月(7歳6カ月)�

未満�

生後3カ月以上�
90カ月(7歳6カ月)未満�

生後�
3～12カ月�

11・12歳�

生後12カ月以上�
90カ月(7歳6カ月)未満�

生後6カ月以上�
90カ月(7歳6カ月)未満�

9歳以上13歳未満� 小学4年生�

14歳以上16歳未満� 中学2年生�

小学6年生�

生後�
12～15カ月�
生後�

12～36カ月�
(麻しん接種後)

3歳�

4歳�

初回接種後、�
12～18カ月�

各1回�

各1回�

2回�
1～4週間の�
間隔をおく�

3回�
3～8週間の�
間隔をおく�

※　追加接種は、Ⅰ期初回�
　接種（3回）終了後6カ月�
　以上の間隔をおく�

※　1歳を過ぎたら早めに接種する�

※　追加接種は、Ⅰ期初回接種�
　（2回）終了後概ね1年間の間�
　隔をおく�

なるべく�
早く�

生後�
3～18カ月�

1回�

2回�
6週間以上の�
間隔をおく�

対象年齢�

対象年齢�

三種混合�
ジフテリア�
百日咳�
破傷風�

ジフテリア�
破傷風�

麻しか�
（はしか）�

風しん�

日本脳炎�

回数�

回数�
望ましい�
接種時期�

望ましい�
接種時期�

実施日�
受付時間　午後1時15分～2時　※母子健康手帳を持参�

BCG

接種の種類�

接種の種類�

ポリオ�

Ⅰ
期
初
回
�

Ⅰ
期
初
回
�

Ⅰ
期
追
加
�

Ⅰ
期
追
加
�Ⅱ
期
�Ⅲ
期
�

　4月5日(火)・6日(水)・15日(金)・19日(火)・20
日(水)・26日(火)・27日(水)　9月21日(水)・27日
(火)・30日(金)　10月5日(水)・7日(金)・12日(水)・
18日(火)・21日(金)・26日(水)

　4月13日(水)　5月11日(水)・17日(火)　6月17
日(金)　7月12日(火)　8月2日(火)・18日(木)　9月
7日(水)　10月20日(木)　11月15日(火)・30日(水)
　12月21日(水)　1月19日(木)　2月8日(水)・21
日(火)　3月15日(水)

病医院名� 住所� 電話番号�

おの子どもクリニック�

かくた小児科医院�

くぼた小児科医院�

福岡徳洲会病院�

横山小児科医院�

大西内科クリニック�

かわらだクリニック�

榊原内科小児科医院�

武末内科医院�

樋口病院�

渡辺病院�

森園医院�

上田胃腸科内科医院�

岡本内科医院�

たけの内科クリニック�

安永クリニック�

一の谷1-149�

上白水970-6�

惣利1-123�

須玖北4-5�

春日原東町3-36�

大土居3-192�

惣利1-82-1�

下白水北4-85�

桜ヶ丘4-47�

紅葉ヶ丘東1-86�

岡本1-105�

ちくし台2-13�

若葉台西1-5�

春日9-2�

春日原北町3-63-1�

上白水415-1

501-2323�

574-6168�

595-0822�

573-6622�

581-1203�

595-2001�

583-9678�

572-3111�

581-8050�

572-0343�

571-1777�

571-3373�

591-5963�

595-6608�

593-0500�

573-6003

筑紫地区内であれば、市外の病医院でも

受けられる場合があります。
「ジフテリア・破傷風」の接種を行って

いない病医院もあります。
接種を受けに行く前に病医院に問い合わ

せましょう。

次の人は受けられきません
発熱している人、または著しい栄養障害がある人
心臓やじん臓、肝臓などに病気がある人
過去に予防接種による異常な副反応があった人
下痢をしている人や口内炎がある人、抜歯直後の人、扁桃腺の手術後の人
（いずれもポリオ接種のみ）
風しんや水痘、はしかなどの急性感染症が治った後、4週間を経過していない人
突発性発疹や手足口病などのウィルス性疾患が治った後、2週間を経過してい
ない人
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市は、一層の市民サービス向上に向けて、4月から、

土・日曜日と祝日にも住民票関連の証明書発行など

の業務を行います。

これは、平日に市役所に来ることができない市民

のために、西出張所で実施するものです。

ご利用ください。

受付日 4月1日以降の土・日曜日、祝日（年末年始

を除く）

受付時間 午前8時30分～午後5時

受付場所 西出張所（昇町1―120いきいきプラザ内）

取り扱い業務
住民票の写しの発行

※　第三者が請求する場合は、①委任状か本人との

関係が分かる資料（契約書など）②免許証など公

的機関が発行する写真付き証明書③印鑑が必要で

す。

印鑑登録証明書の発行

※　本人の印鑑登録証が必要です。代理人が請求す

る場合は、①本人の印鑑登録証②免許証など公的

機関が発行する写真付き証明書③印鑑が必要です。

戸籍届出書の受領(死亡届、婚姻届、出生届など)

税金の受け取り

※　納付書を持参した場合に限ります。

詳しくは問い合わせてください。

問い合わせ先
市民課受付戸籍担当

税務課
1(584)1111 5(584)1141

市からのお知らせ�

4月から西出張所でスタート

土・日曜日、祝日の証明書発行

あなたが市内に所有する土地・建物の所在や地番、

地目、面積、評価額などを載せた帳簿を見ることがで

きます。

対象 市内に土地または家屋を所有し、その固定資産

税を納付している人

※　個別の課税台帳は、借地・借家人なども見ること

ができます。

期間 4月1日(金)～5月2日(月)（平日のみ）

時間 午前9時～午後5時

場所 市役所1階税務課窓口

持ってくる物 来庁者の印鑑 借地・借家人の場合

は賃貸借契約書 代理人の場合は所有者の委任

状　など

※　固定資産税の納税通知書は、4月中旬に発送する

予定です。

問い合わせ先 税務課資産税担当
1(584)1111 5(584)1141

縦覧できます

固定資産の課税内容
県の介護用品給付サービスの補助内容変更に伴

い、市の介護用品（紙おむつ）の給付サービスが

4月から変わります。

対象 介護保険で要支援または要介護の認定を受

け、紙おむつが必要なおおむね65歳以上

の人で、介護保険料段階が1～3号の人

給付金額（月額）
1号・2号　6,000円 3号　3,000円

※　現在利用中の人には、後日、更新手続の案内

と一緒に文書でお知らせします。

問い合わせ先 高齢障害課高齢担当
1(584)1111
5(584)3090

4月から変更します

介護用品給付サービス

西
出
張
所
が
入
っ
て
い
る
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

▲
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どんな場合に手続きが必要なの？

市外に引っ越したときは住所変更の手続きが、また、

廃棄や盗難、他人への譲渡などで車両を手放したとき

には廃車や名義変更の手続きが必要です。

手続きしないとどうなるの？

住所変更の手続きをしなかった場合、軽自動車税の

納税通知書が届かなくなることがあります。また、廃

車や名義変更の手続きをしなかった場合は、いつまで

もあなたにその車両の税金がかかってきます。

※　軽自動車税は4月1日現在の所有者にかかります。

いつまでにすればいいの？

変更が生じたときに、その都度手続きしなければな

りません。引っ越したり、手放したりした人で、まだ

手続きが済んでいない人は、すぐ（3月末まで）に手

続きしましょう。

軽自動車税の納付

納期は5月31日までです。5月中旬に納税通知書を

郵送しますので、届いたら期限内に納めてください。

なお、通知書の一部は納税証明書となっています。車

検のときに必要ですので、大切に保管しておいてくだ

さい。

※　口座振替の人には、6月中旬に領収書を郵送しま

すが、それ以前に車検で納税証明書が必要な人は、

市役所に連絡して納付書払いに変更してください。

また、車両を買い替えたり、新たに購入したり

した場合には、改めて口座振替の手続きが必要で

すので注意してください。

問い合わせ先 税務課市民税担当
1(584)1111 5(584)1141

お忘れなく

バイク・軽自動車の変更手続き

市は、在宅の障害者を対象に、「福祉タクシー利用

券」か市社会福祉協議会の「移送サービス利用券」の

いずれかを交付します。

対象 ①～③のいずれかに該当する人

①身体障害者手帳を持っていて、次の等級に該当する

人

視覚障害1・2級

下肢または体幹機能障害1・2級

心臓・じん臓・呼吸器・小腸・ぼうこう・直腸

機能障害またはヒト免疫不全ウイルスによる免

疫機能障害1級

②療育手帳A判定の人

③精神障害者保健福祉手帳1級の人

※　特別養護老人ホームなどの施設に入所している人

は除きます。

利用券の内容
タクシー利用券（48枚）

基本料金分または1.6kmまでの料金分を助成

移送サービス利用券（36枚）

市内利用で1時間の料金を助成

※　市外への移送は別途料金が必要です。

申請方法 3月22日(火)以降に、各手帳を持参して申

請する

申請・問い合わせ先 高齢障害課障害担当
1(584)1111 5(584)3090

平成17年度分を交付します

福祉タクシー・移送サービス利用券

変更手続き先（福岡地区の場合）�

※　手続き方法など、詳しくは直接問い合わせてください。�

車種�

バイク�

125cc以下� 春日市役所または転出先の市区町村�

福岡県軽自動車協会�
福岡市東区箱崎ふ頭2-2-51�

1（641）0431

福岡県軽自動車協会�
福岡市東区箱崎ふ頭2-2-51�

1（641）0431

九州運輸局福岡運輸支局�
福岡市東区千早3-10-40�

1（673）1192�
24時間電話案内1(673)1188

軽自動車検査協会福岡主管事務所�
福岡市東区箱崎ふ頭2-2-49�

1(641)8926�
24時間電話案内1(632）5701

250cc以下�

250cc超�

三輪・四輪軽自動車�

手続き先�
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現在、皆さんが持っている春日市国民健康保険証

（藤色）は、3月31日までしか使えません。

新しい保険証（桃色）は、3月中旬に発送します。

届いたら、記載内容を必ず確認してください。

ただし、国保税の滞納がある人や「学生用・遠隔地

用保険証」の発行を受けている人は、市役所の窓口で

保険証の更新手続きをしてください。

※　手続きの日程や持ってくるものなど、詳しくはハ

ガキでお知らせします。

なお、西出張所では手続きできませんので注意

してください。

資格証明書の更新もお忘れなく

資格証明書も、3月31日までしか使えません。更

新の手続きをしてください。

○資格証明書とは・・・

災害に遭うなどの特別な事情がないのに1年以上

国保税を滞納すると、保険証を返していただき、そ

の代わりに発行するのが｢資格証明書｣です。

｢資格証明書｣で病院にかかると、一旦、医療費を

全額支払わなければならず、その後、市役所に申請

することで保険給付相当額が払い戻されます。

手続き・問い合わせ先 国保年金課国保担当
1(584)1111 5(584)1141

今度は桃色

国民健康保険証が変わります

平成17年4月から国民年金保険料の額が月額1万

3,580円に変わります。

なお、今年度以降、毎年280円ずつ引き上げられる

予定です（平成29年度まで）。

前納するとお得です

保険料を一定期間分まとめて前払いすると、保険料

が割引になります（前納制度）。

また、口座振替で前納すると、さらに割引額が増え、

大変お得です。

1年間分の前納の納期は、毎年4月末日です（今年

は末日が休日のため5月2日(月)）。ただし、口座振替

を希望する場合は、至急、社会保険事務所に連絡して

ください。

毎月払いでも口座振替はお得です

通常、口座振替の引き落としは翌月末ですが、希望

すれば、当月末に引き落とすことができるようになり

ます（早割制度）。この早割制度を利用すると、1カ

月あたり40円割引となります。希望する人は、すぐ

に連絡してください。

なお、早割を申し込んだ場合は、4月末の引き落と

しの際、3月分と4月分の2カ月分がまとめて引き落と

されますので、口座残高に注意してください。

※　半額免除承認を受けている人は、早割制度が適用

されません。引き落としも、これまでどおり当月

の翌月末となります。

※　詳しくは問い合わせてください。

問い合わせ先 南福岡社会保険事務所
1(552)6111

保険料が変わります

国民年金今年度は月額1万3,580円

前納する期間� 納付方法� 前納金額� 割引額�

1　年　間　分�
納付書�

口座振替�

納付書�

口座振替�

16万 70円�

8万 820円�

15万9,540円�

8万 550円�

2,890円�

660円�

3,420円�

930円�
半　年　間　分�

■前納するとこれだけお得！�
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問い合わせ先　教務課施設計画担当�
1(584)1111　5(584)1153

2月の臨時議会で、白水小学校造成工事の増額変更契約
と建築工事契約が承認され、いよいよ、本格的な学校建設
工事が始まります。
これに伴い、3月11日と13日に、天神山小学校多目的
ホールで、学校施設の概要や工事方法、安全対策などにつ

いて住民説明会を行いました。
現在、現地では着工準備が始まっており、造成工事と並
行して建築工事を進めていきます。
周辺住民の皆さまには引き続きご迷惑をおかけします
が、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

※　建築工事に関する問い合わせは、管財課建築担当（1

(584)11115(584)1145）までお願いします。

毎月（5～8月を除く）「第1土曜日」と「家

庭の日（第3日曜日）」は、温水プールを無料

で開放しています。健康づくりやふれあい

の場として活用してください。

対象
第1土曜日　高校生以下

家庭の日　中学生以下とその家族

時間 午前9時～午後9時30分（1人2時間

以内）

場所 市民スポーツセンター温水プール

（大谷6―28）

※　「3歳未満は利用できない」「小学2年

生以下は保護者同伴の入水が必要」「全員

水泳帽子を着用する」などのきまりがあ

ります。詳しくは問い合わせてください。

問い合わせ先 スポーツ課
1(915)3500 5(585)1634

｢第1土曜日」・「家庭の日」

温水プール無料開放
コミュニティバス

｢やよい｣の運行2周年

と利用者50万人突破

を記念して、｢やよい

まつり｣を行います。

日時 3月20日(日)

（雨天中止）

午前10時～午後3時

会場 コミュニティバス「やよい」バスセンター（大谷6―

15ふれあい文化センター横）

内容　 フリーマーケット 和太鼓演奏 ジャズオーケス

トラ演奏 大道芸 車いすリフト体験

問い合わせ先 都市計画課
1(584)1111 5(584)1143

愛されて50万人！

｢やよいまつり｣開催

白水小学校完成予想図
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幼児期から環境に関心を持ってもらおうと、2
月18日、大和保育所で4・5歳児約50人を対象
にした勉強会が開かれました。
講師を務めた市環境対策課職員が、人気アニ
メキャラクターと園児が一緒に春日公園にピク
ニックに出かけるという想定の手作りスライド
を上映。物語り風に、そこで見ることができる
生き物の命の尊さや、公園を利用するマナーの
大切さを話して聞かせました。
子どもたちは、すぐに物語に引き込まれ、楽
しみながら身近な環境を守ることの大切さを学ぶことができたようです。
同園では、これからも実際に公園などに出かけて自然に触れさせ、ゴミ拾いなどの体験学習
を続けていきたいと話しています。

櫛田神社の小学生かるた大会

天神山小学校が賞を独占

｢自然を大切に｣｢ポイ捨てやめよう｣

大和保育所で幼児期の環境教育

県下の少年剣道チームが対戦する第18回JA福岡少年剣道大会で、
春日市の代表チームが見事3位に入賞しました。
出場したのは、日ごろ、市内の各小学校体育館で練習に励んでい
るクラブから選ばれた4～6年生の8人。
試合は、順調に勝ち進んで予選リーグをトップで通過したものの、
惜しくも決勝トーナメントの準決勝で敗れて3位となりました。
監督を務めた光龍会の森

もり

清
きよし

さんは｢よくがんばってくれました。
もっと多くの子どもたちにも、この剣道の楽しさを味わってほしい
と思います｣と感激しています。
代表選手（敬称略）
入部綾太(聖剣会)春日小4年 城　千晶(光龍会)春日北小5年 北村　崇(聖剣会)海星小5年 松隈美佳(聖剣会)春日小6
年 羽野翔太(若水館)春日野小6年 園田孝俊(錬武会)天神山小6年 平田大祐(聖剣会)春日小5年 松尾明宣(錬武会)天
神山小4年　

春日市代表チームが堂々3位入賞

ＪＡ福岡少年剣道大会

▲市職員の説明に真剣に聞き入る子どもたち

▲副賞の米の山を前に喜びの選手と森監督（左上）

2月13日、櫛田神社(福岡市博多区)で開かれ
た｢櫛田小学生かるた大会｣で、天神山小学校の
児童6人が上位入賞を果たしました。
出場したのは、床に並べられた小倉百人一首
の取り札を、8～10人の子どもたちが取り囲ん
で取り合う｢チラシ取り｣という種目。
同校からは、腕に自身のある3年生以上の希

望者約50人が出場する中、60首以上は覚えているという6人が予想通りの実力を発揮しました。
6人は｢何度も口に出したり、意味を考えたりして歌を暗記しました。来年も優勝を目指しま
す｣と得意満面でした。
成績は次のとおりです(敬称略)。
高学年の部　 優勝　黒島裕二 準優勝　右田晃大 3位　野見山脩人
低学年の部　 準優勝　鹿毛歩美 3位　右田和史、野瀬文晶

▲天神山小のかるた名人(後列左から)右田(晃)、鹿
毛、黒島(前列左から)野見山、右田(和)、野瀬さん

くろしまゆうじ

か げ あゆ み みぎ たかずふみ の　せ ふみあき

みぎ たあきひろ の み やましゅうと

くし　だ

いりべりょうた せいけん

は のしょうた　わかみず その だ たかとし れん ぶ ひら た だいすけ まつ お あきのぶ

じょう　 ち あき こうりゅう きたむら そう まつくま み　か



ト
ピ
ッ
ク
ス

10
興行の益金を、毎年、市を通じて青少年の育成団体に寄付してきた
三
み

松
まつ

ボクシングジムの松尾
まつお

友徳
とものり

会長が、2月14日、市役所を訪れて、
｢子ども文庫・読書サークル連絡会｣に10万円を寄付しました。
｢スポーツを通じた子どもの育成に役立てば｣との松尾会長の意向で、
これまでスポーツ団体に贈られてきましたが、今回、井上市長の計ら
いで読書を通じた子どもの育成に携わる同連絡会に送られたもの。
同連絡会は、現在、市内にある17の読み聞かせ関連サークルで構成
され、小学校や保育園、図書館などで活動するほか、市が行う乳児検
診時や出産前のマタニティ教室にも出向き、早い時期からの読み聞か
せの大切さを地道に説いて回っています。
前園
まえぞの

敦子
あつこ

同連絡会会長は｢思いがけないことで感謝しています。会員
の資質向上のための学習会に活用させていただきます｣と喜んでいます。

読書を通じた子ども育成のために

ボクシング大会の益金を寄付

「税」について考えましょう

中学生の税に関する標語
将来の納税者となる若い世代に「税」に関心を持ってもらおうと、昨年、筑紫税務署が「中学生の税に

関する標語」を募集しました。
筑紫地区で4,989点の応募があり、そのうち市内の中学校から、次の18点が優秀作品に選ばれました。

（敬称略）

福岡国税局長賞

築こうよ税で明るい社会の輪

春日野中学校3年　中
なか

野
の

加菜
か な

筑紫税務署長賞

あなたの税輝く未来のかけ橋に

春日中学校1年　友納
とものう

大輔
だいすけ

君の税姿を変えて恩返し

春日東中学校3年　近藤
こんどう

綾
あや

乃
の

差し込んだ税の光が希望の道

春日西中学校1年　吉
よし

儀
ぎ

麻衣
ま い

税を学び税を生かして住みよい未来

春日南中学校1年　加
か

納
のう

晴
はる

香
か

あなたの税小さいけれど大きな力

春日北中学校3年　豊
とよ

田
だ

雅
まさ

至
し

春日市長賞

税金は未来へ進む第一歩

春日中学校1年　岸
きし

祐
ゆう

摩
ま

税金はみんなの夢を背負うもの

春日東中学校3年　久保
く ぼ

翔太
しょうた

みんなの税街や地域の糧になる

春日西中学校1年　平山
ひらやま

慧次朗
けいじろう

助け合い税を払って豊かな日本！

春日南中学校1年　勝
かつ

野
の

まゆみ

今の社会あなたの税がささえてる

春日北中学校2年　阿比留
あ び る

好
この

美
み

納税で変えよう未来の明るい生活

春日野中学校2年　竹之内
たけのうち

希
のぞ

美
み

春日市教育長賞

納めよう住みよい町を作るため

春日中学校1年　澤
さわ

邉
べ

舞
まい

残そうよ明るい未来この税で

春日東中学校3年　水上
みずかみ

侑紀
ゆ き

あなたの税明日を変える平和へと

春日西中学校1年　江
え

口
ぐち

貴
たか

みんなの笑顔はあなたの税から

春日南中学校1年　
さき

田
た

愛
あい

音
ね

この税できれいな地球を守りましょう

春日北中学校2年　泉
いずみ

満梨子
ま り こ

あなたの払う税金で良い街良い国良い未来

春日野中学校1年　宮　
みやざき

彩
あや

花
か

▲松尾会長(左から2人目)から寄付を受け取る前園会

長と書記の野
の

口
ぐち

京子
きょうこ

さん(右端)。左端は井上市長
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春
日
市
役
所�

日
時

3
月
20
日
(日)
・
21
日
(月)
・
27
日

(日)
、
4
月
3
日
(日)

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

会
場

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
か
が
わ
（
那

珂
川
町
五
ヶ
山

ご
か
や
ま

6
4
8
）

内
容

▽
ス
キ
ー
レ
ッ
ス
ン
▽
木
工
・

竹
細
工
教
室
▽
竹
馬
大
会
▽
ひ

ょ
っ
と
こ
踊
り
▽
ス
キ
ー
風
船

割
り
選
手
権
大
会
▽
こ
ま
ま
わ

し
大
会
▽
探
偵
ゲ
ー
ム
▽
ス
ト

ラ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
▽
花
見
コ
ー
ナ

ー
▽
ヤ
ー
コ
ン
茶
と
ヤ
ー
コ
ン

茶
ケ
ー
キ
コ
ー
ナ
ー
　
な
ど

※
　
各
イ
ベ
ン
ト
の
日
程
や
参
加
費
、

事
前
申
込
の
有
無
な
ど
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
か

が
わ

1(

953)

3
0
3
0

5(
953)

3
2
9
5

博
多
港
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
船

に
乗
っ
て
海
か
ら
の
眺
め
を
楽
し
み
ま

す
。
い
つ
も
と
違
う
福
岡
の
街
を
見
て

み
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象

5
歳
以
上
の
人

※
　
家
族
も
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

4
月
5
日
(火)

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
2
時

集
合
場
所

光
町
児
童
セ
ン
タ
ー
（
光

町
2
―

1
8
0
―

4
）

定
員

23
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

3
月
25
日
(金)
午
前
10
時
以

降
に
、
電
話
か
直
接
窓
口
で
申

し
込
む

※
　
児
童
セ
ン
タ
ー
か
ら
港
ま
で
、
市

の
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

天
候
な
ど
に
よ
り
中
止
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

光
町
児
童
セ
ン
タ
ー

1(

501)

7
0
1
4
（
5
兼
用
）

市
民
参
加
型
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
心
と
体
を
鍛

え
ま
せ
ん
か
。

○
幼
児
サ
ッ
カ
ー
教
室

対
象

幼
稚
園
児
（
年
中
・
年
長
）

の
男
女

練
習
日
時

毎
週
金
曜
日

午
後
3
時
30
分
〜
4
時
30
分

練
習
場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
（
大
谷
6
―

24
）

会
費

月
額
3
1
5
0
円

○
天
神
山
サ
ッ
カ
ー
教
室

対
象

小
学
1
〜
6
年
生
の
男
女

練
習
日
時

毎
週
水
曜
日

午
後
5
時
〜
6
時
30
分

練
習
場
所

天
神
山
小
学
校
（
上
白

水
1
6
9
―

2
）

会
費

月
額
3
1
5
0
円

○
走
り
方
教
室
（
陸
上
競
技
）

対
象

小
学
生
以
上
の
男
女

練
習
日
時

毎
週
水
曜
日
（
月
4

回)午
後
5
時
〜
6
時

練
習
場
所

大
谷
小
学
校
（
大
谷
4

―

1
）

会
費

月
額
2
1
0
0
円

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E

メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢

（
学
年
）、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
局

1(

595)

5
1
9
7
（
5
兼
用
）

e
a
g
le
s@
csf.n

e
.jp

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人
か
市
テ
ニ
ス
連
盟
に
所
属
し

て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

奮
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

4
月
17
日
(日)
（
雨
天
時
は
24
日

(日)
）

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

（
受
付
　
午
前
8
時
30
分
〜
）

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
（
大
谷
6
―

28
）

種
目

ダ
ブ
ル
ス
A
・
B
・
C
級

※
　
ペ
ア
の
ど
ち
ら
か
が
対
象
に
該
当

し
て
い
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。ま
た
、

小
学
生
は
必
ず
保
護
者
と
ペ
ア
を
組

ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
組
み
合
わ
せ
は
当
日
発
表

し
ま
す
が
、
参
加
者
数
に
よ
っ
て
種

目
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費
（
一
組
）

▽
会
員
　
2
0
0
0
円

▽
一
般
　
3
0
0
0
円

申
込
方
法

4
月
7
日
(木)
（
必
着
）
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
、
ペ
ア
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
勤
務
先
、
電
話
番
号
、

優
勝
経
験
者
は
優
勝
年
度
を
書

い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
大
会
係

岩
佐
い
わ
さ

（
〒
816
―

0
8
2
3
若
葉

台
西
2
―

1
2
3
―

4
0
5
）

1(

502)

0
4
5
1
（
5
兼
用
）

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

海
の
上
か
ら
み
た
眺
め
を
楽
し
も
う

博
多
港
見
学
ツ
ア
ー

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
か
が
わ

う
ぐ
い
す
・
桜
ま
つ
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
春
日
イ
ー
グ
ル
ス

サ
ッ
カ
ー
・
走
り
方
教
室

第
30
回
春
日
市
会
長
杯

市
民
テ
ニ
ス
大
会
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誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
1
日
体
験

も
歓
迎
し
ま
す
。

練
習
日
時
（
週
1
回
）

○
子
ど
も
の
部

▽
第
1
日
曜
日
　
午
前
9
時
〜
11
時

▽
第
2
〜
4
土
曜
日
　
午
前
9
時
〜

10
時
30
分

○
大
人
の
部

毎
週
水
曜
日
　
午
前
9
時
30
分
〜
11

時
30
分

練
習
場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

剣
道
場
（
大
谷
6
―

28
）

会
費
（
月
額
）

▽
子
ど
も
　
1
0
0
0
円

▽
大
人
　
2
0
0
0
円

※
　
い
ず
れ
も
会
費
の
ほ
か
に
、
年
間

ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
（
子
ど
も
5
0
0

円
、
大
人
1
5
0
0
円
）
が
必
要

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

同
会

▽
石
内
い
し
う
ち

1(

501)

5
3
1
2

▽
増
田
ま
す
だ

1(

592)

1
6
4
3

同
会
は
、
健
康
づ
く
り
の
楽
し
い
実

践
と
学
習
を
目
的
に
、
市
が
行
う
保
健

事
業
へ
の
協
力
な
ど
を
通
じ
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
、
ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
と
共
に
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ぶ
一
般
会
員
を

募
集
し
ま
す
。
一
緒
に
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

毎
月
第
4
水
曜
日

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

会
費

年
額
1
0
0
0
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(
501)

1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

手
び
ね
り
技
法
で
簡
単
な
や
き
も
の

作
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

4
月
9
日
(土)

①
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

②
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所

の
ぼ
り
窯が
ま

体
験
広
場
（
白
水
ケ

丘
1
―

4
）

参
加
費
（
材
料
費
）

粘
土
5
0
0
g

あ
た
り
2
0
0
円

定
員

各
15
人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法

3
月
25
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
直
接

窓
口
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、年
齢（
小
学
生
以
下
の
み
）、

希
望
時
間
（
①
か
②
）
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館
（
岡
本
3
―

57
）

1(

501)

1
1
4
4

5(

573)

1
0
7
7

江
戸
時
代
の
古
文
書
を
ひ
も
解
き
な

が
ら
、
当
時
の
社
会
制
度
や
人
々
の
暮

ら
し
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
が
対

象
で
、
受
講
は
無
料
で
す
。

期
間

4
月
〜
平
成
18
年
3
月
の
毎
月

第
2
・
4
金
曜
日

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
研
修
室

（
岡
本
3
―

57
）

講
師

山
田
や
ま
だ

稔
み
の
る

さ
ん
（
近
世
地
方
文

書
研
究
会
会
長
）

定
員

40
人(
申
込
多
数
の
場
合
抽
選)

申
込
方
法

3
月
31
日
(木)
（
必
着
）
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
一
人
1

枚
の
み
）
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
書
い
て
送
る

※
　
期
間
中
に
館
外
学
習
が
2
回
程
度

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
の
施
設
入
館
料

な
ど
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
資
料
館

1(

501)

1
1
4
4

5(

573)

1
0
7
7

色
彩
に
興
味
が
あ
る
人
や
検
定
試
験

を
受
験
す
る
人
が
対
象
で
す
。

日
程

4
月
20
日
〜
6
月
15
日
の
毎
週

水
曜
日
（
5
月
4
日
を
除
く
、

計
8
回
）

時
間

午
後
6
時
30
分
〜
9
時

会
場

春
日
市
商
工
会
館
（
伯
玄
町
2

―

24
）

受
講
料

2
万
2
0
0
0
円
（
テ
キ

ス
ト
代
込
み
）

※
　
申
込
期
限
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

返
金
で
き
ま
せ
ん
。

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

3
月
16
日
(水)
〜
4
月
8
日

(金)
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
（
フ
ァ
ッ

ク
ス
）
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
訓
練
会

1(

581)

3
5
5
7

5(

581)

3
5
5
8

エ
ク
セ
ル
の
グ
ラ
フ
を
ワ
ー
ド
の
文

書
に
取
り
込
ん
だ
り
、
複
数
の
ソ
フ
ト

を
使
用
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
っ
た

り
し
ま
す
。

日
程

4
月
4
日
(月)
〜
21
日
(木)
の
う
ち

6
日
間

コ
ー
ス
・
時
間

▽
月
・
木
曜
日
コ
ー
ス

午
前
10
時
〜
正
午

▽
月
・
水
曜
日
コ
ー
ス

午
後
6
時
〜
8
時

会
場

同
公
民
館(

春
日
1
―

1
1
1)

受
講
料

1
万
円

定
員

各
8
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

3
月
22
日
(火)
〜
25
日
(金)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望

コ
ー
ス
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
公
民
館

1(

571)

4
1
4
9

5(

571)

7
9
2
1

○
ワ
ー
ド
講
座

文
字
入
力
や
書
式
設
定
、表
計
算
、

図
形
作
成
、
文
書
作
成
な
ど
、
ワ
ー

ド
の
基
礎
を
教
え
ま
す
。

日
程

4
月
4
日
(月)
・
6
日
(水)
・
8

日
(金)
（
計
3
日
）

○
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人
を
対

象
に
、
表
・
グ
ラ
フ
の
作
成
、
名
簿

や
住
所
録
の
作
成
な
ど
を
教
え
ま

す
。

日
程

4
月
18
日
(月)
・
20
日
(水)
・
22

日
(金)
（
計
3
日
）

時
間

午
後
1
時
〜
5
時

会
場

同
商
工
会
館
（
伯
玄
町
2
―

24
）

受
講
料

1
万
円
（
資
料
代
を
含
む
）

定
員

各
10
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

3
月
16
日
(水)
以
降
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
商
工
会

1(

581)

1
4
0
7

5(

575)

0
7
0
2

健
　
康

講
演
・
講
座

春
日
市
椰な

ぎ

の
会

な
ぎ
な
た
教
室
生
募
集

春
日
市
ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
の
会

一
般
会
員
募
集

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
大
歓
迎

や
き
も
の
作
り
教
室（
一
般
コ
ー
ス
）

受
講
生
募
集

古
文
書
講
読
講
座
（
初
級
）

筑
紫
地
区
商
工
会
職
業
訓
練
会

カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
3
級

春
日
市
商
工
会

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

春
日
公
民
館

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
講
座
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講
座
名
・
申
込
開
始
日
・
定
員

▽
宅
地
建
物
取
引
主
任
者

3
月
17
日
(木)
・
40
人

▽
パ
ソ
コ
ン
「
エ
ク
セ
ル
」（
昼
・
夜
）

3
月
18
日
(金)
・
各
20
人

▽
ガ
ス
溶
接
技
能

3
月
22
日
(火)
・
50
人

※
　
い
ず
れ
も
申
込
先
着
順
で
す
。
日

程
や
受
講
料
、
申
込
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
協
会

1(

671)

6
8
3
1

5(

672)

2
1
3
3

夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
受
講
は

無
料
で
す
。

対
象

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、
出
産
予

定
日
が
お
お
む
ね
6
・
7
月
の

妊
婦
と
そ
の
夫

日
時

4
月
9
日
(土)

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

内
容

▽
助
産
師
に
よ
る
講
演
▽
育
児

実
技
（
沐も
く

浴
実
習
な
ど
）

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

定
員

20
組
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

3
月
22
日
(火)
〜
31
日
(木)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
出
産

予
定
日
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

1
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
、
歯
科
衛
生
士
が
正
し
い
歯

磨
き
を
教
え
ま
す
。参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

3
月
23
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

持
っ
て
く
る
も
の

▽
子
ど
も
用
歯
ブ

ラ
シ
▽
母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

初
心
者
向
け
の
講
座
で
す
。

日
程

4
月
15
日
〜
7
月
8
日
の
毎
週

金
曜
日
（
4
月
29
日
を
除
く
、

全
12
回)

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
中
会
議

室
（
昇
町
3
―

1
0
1
）

参
加
費

7
5
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
料
）

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

4
月
8
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
直
接

窓
口
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

1(

501)

1
1
3
6
（
5
兼
用
）

子
ど
も
た
ち
を
引
率
し
て
、
沖
縄
研

修
の
旅
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

対
象

高
校
生
〜
39
歳
の
人

内
容

▽
小
学
4
年
生
〜
中
学
3
年
生

の
団
員
約
1
0
0
人
の
引
率
▽

海
洋
研
修
や
平
和
学
習
の
指
導

日
程

8
月
10
日
(水)
〜
14
日
(日)
（
4
泊

5
日
）

※
　
事
前
に
準
備
会
議
（
5
月
11
日
(水)

以
降
、
毎
週
水
曜
日
の
夜
）
や
宿
泊

研
修
が
あ
り
ま
す
。

行
き
先

沖
縄
本
島
、
渡
嘉
敷

と
か
し
き

島

参
加
費

3
万
5
0
0
0
円

募
集
人
員

25
人
程
度
（
申
込
多
数
の

場
合
、
面
接
に
よ
り
選
考
）

※
　
面
接
は
4
月
24
日
(日)
の
説
明
会
の

際
に
行
い
ま
す
。

申
込
方
法

4
月
19
日
(火)
（
必
着
）
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
書

い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
少
年

の
船
実
行
委
員
会
（
〒
816
―

0

8
3
1
大
谷
6
―

24
ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

1(

584)

2
1
9
0
（
5
兼
用
）

初
心
者
で
も
楽
し
く
踊
れ
ま
す
。

日
時

毎
月
第
1
〜
3
木
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
剣
道

場
（
大
谷
6
―

28
）

会
費

月
額
1
0
0
0
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

松
永
ま
つ
な
が

1(

572)

5
4
8
0

募
　
集

福
　
祉

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

職
業
訓
練
講
座

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

点
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

子
育
て

参
加
者
募
集

パ
パ
マ
マ
教
室

幼
児
期
か
ら
の「
正
し
い
歯
み
が
き
」

歯
み
が
き
教
室

子
ど
も
た
ち
と
真
夏
の
海
へ

「
春
日
市
少
年
の
船
」ス
タ
ッ
フ
募
集

気
軽
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

春
日
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同
好
会



九
州
大
学
で
は
、
短
期
留
学
サ
マ
ー

コ
ー
ス
受
講
者
（
ア
ジ
ア
や
欧
米
の
有

名
大
学
か
ら
の
優
秀
な
外
国
人
留
学

生
）
を
受
け
入
れ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

次
の
す
べ
て
が
可
能
な
家
庭

▽
九
州
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
（
福
岡

市
東
区
箱
崎
は
こ
ざ
き

）
へ
の
通
学
が
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
1
時
間
以
内

▽
寝
具
や
机
、
空
調
設
備
の
あ
る
個
室

の
提
供

▽
毎
日
の
食
事
（
平
日
は
朝
・
夕
食
、

土
・
日
曜
日
は
三
食
）
の
提
供

受
入
期
間
（
い
ず
れ
か
）

①
6
月
25
日
(土)
〜
7
月
16
日
(土)
（
3
週

間
）

②
6
月
25
日
(土)
〜
8
月
7
日
(日)
（
6
週

間
）

③
7
月
16
日
(土)
〜
8
月
7
日
(日)
（
3
週

間
）

謝
礼
（
留
学
生
本
人
が
負
担
）

①
・
③
　
3
万
5
0
0
0
円

②
　
7
万
円

申
込
期
限

4
月
15
日
(金)

※
　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

九
州
大

学
国
際
交
流
推
進
室
　
西
原
に
し
は
ら

・

高
原
た
か
は
ら

1(

642)

7
0
9
4

5(

642)

4
2
7
3

a
kiko
u
o
k@
m
b
o
x.n
c.kyu

sh
u

-u
.a
c.jp

45
歳
以
上
の
離
転
職
者
を
対
象
に
、

庭
園
管
理
科
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

訓
練
期
間

6
月
2
日
(木)
〜
9
月
27
日

(火)
（
4
カ
月
間
）

受
講
料

無
料

※
　
入
校
時
に
教
科
書
代
な
ど
の
経
費

が
必
要
で
す
。

定
員

20
人

選
考
方
法

書
類
審
査
・
面
接
（
5
月

10
日
(火)
）

応
募
期
限

4
月
15
日
(金)

※
　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
校

1
0
9
4
2(

32)

8
7
9
5

5
0
9
4
2(

32)

8
7
9
3

募
集
種
別

▽
裁
判
所
事
務
官
Ⅰ
・
Ⅱ
種

▽
家
庭
裁
判
所
調
査
官
補
Ⅰ
種

対
象

い
ず
れ
も
昭
和
50
年
4
月
2
日

〜
同
59
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ

た
人

申
込
期
間

4
月
1
日
(金)
〜
15
日
(金)

第
1
次
試
験
日

5
月
15
日
(日)

※
　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
裁
判
所
事
務
局
人

事
課

1(

781)

3
1
4
1

h
ttp
://w
w
w
.co
u
rts.g

o
.jp
/

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
関
す
る
相

談
に
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す
。

日
程
・
場
所

▽
4
月
5
日
(火)

春
日
市
役
所

▽
4
月
7
日
(木)

大
野
城
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
大
野
城
市
曙
町

あ
け
ぼ
の
ま
ち

2
―

2

―

1
）

▽
4
月
27
日
(水)

筑
紫
野
市
役
所
（
筑

紫
野
市
二
日
市
西

ふ
つ
か
い
ち
に
し

1
―

1
―

1
）

相
談
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

問
い
合
わ
せ
先

同
支
局

1(

922)

2
8
8
1

5(

922)

3
3
4
2

同
支
局
と
筑
紫
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
に
よ
る
相
談
会
で
す
。

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

4
月
7
日
(木)
・
21
日
(木)

午
後
1
時
〜
4
時

場
所

同
支
局
1
階
相
談
室
（
筑
紫
野

市
二
日
市
中
央

ふ
つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

5
―
14
―
7
）

定
員

各
6
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

4
月
5
日
(火)
午
前
8
時
30

分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
支
局

1(

922)

2
8
8
1

5(

922)

3
3
4
2

鉄
分
や
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
ミ

ネ
ラ
ル
が
含
ま
れ
る「
ひ
じ
き
」や
、

食
物
繊
維
が
豊
富
な
「
根
菜
類
」

を
使
っ
た
炊
き
込
み
ご
飯
で
す
。

材
料

米
　
2
カ
ッ
プ

水
　
2
カ
ッ
プ

酒
　
大
さ
じ
1

し
ょ
う
ゆ
　
大
さ
じ
1
1／2

A

み
り
ん
　
小
さ
じ
2

塩
　
小
さ
じ
1

こ
し
ょ
う
　
少
々

乾
燥
ひ
じ
き
　
20
g

干
し
し
い
た
け
　
2
枚

ゆ
で
た
け
の
こ
　
80
g

ニ
ン
ジ
ン
　
60
g

ゴ
ボ
ウ
　
60
g

煮
干
し
　
20
g

ゴ
マ
油
　
大
さ
じ
1

黒
ゴ
マ
　
適
量

松
の
実
　
適
量

一
味
唐
辛
子
　
少
々

三
つ
葉
　
3
本

作
り
方

①
　
米
を
と
い
で
ざ
る
に
上
げ
、

30
分
ほ
ど
お
く
。

②
　
ひ
じ
き
と
し
い
た
け
は
ぬ
る

ま
湯
で
戻
す
。
煮
干
し
は
頭
と

は
ら
わ
た
を
と
っ
て
縦
半
分
に

裂
く
。
ゴ
ボ
ウ
は
さ
さ
が
き
に

し
て
、
水
に
さ
ら
す
。
た
け
の

こ
・
ニ
ン
ジ
ン
・
し
い
た
け
は

2
〜
3
cm
の
細
切
り
に
す
る
。

③
　
②
を
ゴ
マ
油
で
炒
め
る
。

④
　
鍋
に
①
と
③
を
入
れ
て
ひ
と

混
ぜ
し
、
水
と
A
の
調
味
料
を

加
え
る
。

⑤
　
中
火
に
か
け
、
1
分
間
沸
騰

さ
せ
中
火
に
し
て
3
分
、
弱
火

に
し
て
12
分
炊
く
。
火
を
止
め

て
7
〜
8
分
蒸
ら
す
。

⑥
　
⑤
に
黒
ゴ
マ
と
松
の
実
を
加

え
て
一
味
唐
辛
子
を
振
り
、
ふ

ん
わ
り
と
混
ぜ
る
。

⑦
　
器
に
盛
り
付
け
て
、
ざ
く
切

り
に
し
た
三
つ
葉
を
飾
る

熱
量

1
人
分
　
4
3
4
kcal

（
春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会
）

{
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相
　
談

九
州
大
学
サ
マ
ー
コ
ー
ス

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

福
岡
県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

庭
園
管
理
科
生
徒
募
集

福
岡
地
方
裁
判
所

裁
判
所
職
員
採
用
試
験

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

筑
紫
地
区
定
例
人
権
相
談

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談



市
は
、
下
水
道
事
業
の
う
ち
、
雨
水

整
備
事
業
の
効
率
性
と
透
明
性
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、「
春
日
市
都
市
計
画
審

議
会
」
に
諮
っ
て
事
業
内
容
の
見
直
し

や
事
業
自
体
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て

再
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

再
評
価
の
結
果
お
よ
び
今
後
の
方
針

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
　
確
率
降
雨
の
「
5
年
確
率
」
か
ら

「
10
年
確
率
」
へ
の
見
直
し

※
　
現
在
、
春
日
市
の
雨
水
対
策
は
、

5
年
に
一
度
の
大
雨(

5
年
確
率
＝

52
・
2
mm
／
1
時
間)

を
想
定
し
、

ほ
ぼ
整
備
を
完
了
し
て
い
ま
す
が
、

近
年
、
予
想
を
超
え
る
集
中
豪
雨
で

床
下
浸
水
な
ど
が
発
生
し
て
い
る
状

況
か
ら
、
こ
れ
を
10
年
に
一
度
の
確

率(

61
・
9
mm
／
1
時
間)

に
見
直
し

て
被
害
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

②
　
総
合
的
な
雨
水
流
出
抑
制
対
策
の

見
直
し

※
　
「
10
年
確
率
」
で
見
直
す
と
、
下

流
域
（
福
岡
市
）
で
水
位
が
上
が
っ

て
危
険
が
増
す
こ
と
か
ら
、
将
来
的

に
雨
水
の
流
出
を
抑
制
す
る
貯
留
施

設
な
ど
の
必
要
性
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

③
　
雨
水
整
備
事
業
の
継
続

※
　
①
、②
の
事
業
見
直
し
に
向
け
て
、

今
後
も
雨
水
整
備
事
業
を
継
続
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
課
施
設
担
当

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
4
3

所
得
税
・
贈
与
税
の
確
定
申
告
は
お

済
み
で
す
か
。
期
限
（
3
月
15
日
(火)
）

を
過
ぎ
て
も
申
告
は
で
き
ま
す
の
で
、

ま
だ
申
告
し
て
い
な
い
人
は
早
め
に
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

○
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

期
限
後
に
、
自
主
的
に
申
告
を
す

れ
ば
、「
無
申
告
加
算
税
」
は
軽
減

さ
れ
ま
す
。

○
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き

自
主
的
に
「
修
正
申
告
」
す
れ
ば

「
過
少
申
告
加
算
税
」
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

○
多
く
納
め
て
し
ま
っ
た
と
き

「
更
正
の
請
求
」
を
す
れ
ば
還
付

さ
れ
ま
す
（
請
求
期
限
は
平
成
18
年

3
月
15
日
）。

○
消
費
税
や
地
方
消
費
税
の
納
税
も
お

忘
れ
な
く

個
人
事
業
者
の
「
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
」
の
納
期
限
は
次
の
と

お
り
で
す
（「
年
税
額
」
は
消
費
税

の
み
の
額
）。

▽
平
成
16
年
分
確
定
申
告
　

3
月
31
日
(木)

▽
平
成
17
年
分
中
間
申
告

・
平
成
16
年
分
の
年
税
額
が
48

万
円
超
4
0
0
万
円
以
下

8
月
31
日
(水)

・
平
成
16
年
分
の
年
税
額
が
4

0
0
万
円
超
4
8
0
0
万
円

以
下

5
月
31
日
(火)
、
8
月
31
日
(水)
、

11
月
30
日
(水)

※
　
平
成
16
年
分
の
年
税
額
が
4
8

0
0
万
円
超
の
場
合
の
納
期
限
に
つ

い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
消
費
税
法
は
平
成
16
年
4

月
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。
改
正
点

な
ど
を
再
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
税
務
署

1(

923)

1
4
0
0

現
在
、
大
土
居
交
差
点
近
く
で
行
っ

て
い
る
光
町
大
土
居
線
の
道
路
改
良
工

事
の
工
事
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

現
場
の
交
通
誘
導
員
と
案
内
指
示
板

に
従
い
、
十
分
注
意
し
て
通
行
し
て
く

だ
さ
い
。

工
事
期
間

6
月
末
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
課

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
4
3

2
月
に
行
っ
た
建
設
工
事
の
入
札
結

果
（
契
約
金
額
5
0
0
0
万
円
以
上
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
春
日
市
立
白
水
小
学
校
新
設
工
事
建

築
本
体
工
事

契
約
金
額

16
億
1
2
5
万
円

工
事
業
者

間は
ざ
ま

・
有
澤

あ
り
さ
わ

・
永
田

な

が

た

J
V

○
春
日
市
立
白
水
小
学
校
新
設
工
事
電

気
設
備
工
事

契
約
金
額

1
億
7
6
4
0
万
円

工
事
業
者

佐
電
工

さ
で
ん
こ
う

・
電
友
社

で
ん
ゆ
う
し
ゃ

J
V

○
春
日
市
立
白
水
小
学
校
新
設
工
事
機

械
設
備
工
事

契
約
金
額

1
億
7
8
3
6
万
8

7
5
0
円

工
事
業
者

松
下
設
備

ま
つ
し
た
せ
つ
び

・
丸
藤

ま
る
ふ
じ

J
V

工
事
期
間

2
月
17
日
(木)
〜
平
成
18
年

3
月
20
日
(月)

問
い
合
わ
せ
先

財
政
課

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
4
5

きいて�きいて�

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

サ
ス
ケ
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

オ
レ
ン
ジ
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

ピ
ッ
グ
さ
ん

[
ペ
ン
ネ
ー
ム]

オ
レ
ン
ジ
さ
ん

あなたのイラスト募集中
ハガキに縦書き、白黒で濃いめ

にはっきりと描いて、表に住所、氏
名、電話番号を書いて送ってくださ
い。(ペンネームも可)
著作権の都合上、作品はオリジ
ナルのものに限ります。
あて先 〒816-8501 春日市
役所広報担当「みてみてきいて」係
※ 掲載された人には図書券
（500円分）を進呈します。
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そ
の
他

お
済
で
す
か
？

所
得
税
の
確
定
申
告

工
事
期
間
を
延
長
し
ま
す

光
町
大
土
居
線
道
路
改
良
工
事

再
評
価
を
行
い
ま
し
た

春
日
市
公
共
下
水
道
事
業

お
知
ら
せ
し
ま
す

市
が
行
う
建
設
工
事
の
入
札
結
果



厚
生
労
働
省
が
平
成
12
年
度
に
実

施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
妊
娠
中
に

一
度
で
も
飲
酒
し
た
こ
と
が
あ
る
女

性
は
18
・
1
％
に
も
上
り
ま
す
。

適
量
で
あ
れ
ば
「
百
薬
の
長
」
と

い
わ
れ
る
お
酒
は
、
妊
娠
や
授
乳
に

ど
ん
な
影
響
を
与
え
る
の
で
し
ょ

う
。今

回
は
、
妊
娠
・
授
乳
期
に
お
け

る
ア
ル
コ
ー
ル
の
害
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

妊
娠
へ
の
影
響

以
前
は
「
妊
娠
中
期
以
降
で
、
少

量
で
あ
れ
ば
、
飲
ん
で
も
い
い
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
の
程
度

の
量
な
ら
大
丈
夫
と
い
う
目
安
は
、

現
時
点
で
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

妊
婦
が
飲
酒
す
る
と
、
胎
盤
を
通

じ
て
ア
ル
コ
ー
ル
が
胎
児
の
体
内
に

流
れ
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
胎
児
は

ア
ル
コ
ー
ル
を
代
謝
す
る
能
力
を
ほ

と
ん
ど
持
っ
て
い
な
い
た
め
、
母
体

よ
り
ひ
ど
く
酔
っ
た
状
態
に
な
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
胎
児
性
の
ア
ル
コ

ー
ル
症
候
群
と
な
り
、
流
産
や
奇
形
、

ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
が
子
宮
の
中
で
充

分
育
た
ず
低
体
重
や
仮
死
状
態
で
生

ま
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
胎
児
の
脳
は
妊
娠
後
期
に

か
け
て
目
覚
ま
し
く
発
達
し
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
そ
の
発
達
を
も
妨

げ
て
し
ま
う
の
で
す
。

授
乳
へ
の
影
響

母
乳
は
母
親
の
血
液
か
ら
で
き
て

お
り
、
飲
酒
し
た
ア
ル
コ
ー
ル
成
分

も
血
液
を
通
じ
て
母
乳
に
ま
わ
り
ま

す
。つ

ま
り
、
母
親
が
一
度
に
大
量
の

ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
取
す
れ
ば
、
そ
の

母
乳
を
飲
ん
だ
赤
ち
ゃ
ん
に
も
、
深

く
眠
る
、
呼
吸
や
脈
拍
が
落
ち
る
な

ど
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
症
状

が
現
れ
ま
す
。

ま
た
、
母
親
の
長
期
に
わ
た
る
飲

酒
の
結
果
、
赤
ち
ゃ
ん
に
ホ
ル
モ
ン

や
代
謝
の
異
常
が
生
じ
、
慢
性
的
疾

患
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
報

告
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
妊
娠
・
授
乳
中
の

飲
酒
は
、
母
親
の
体
だ
け
で
な
く
、

大
切
な
赤
ち
ゃ
ん
に
ま
で
多
大
な
悪

影
響
を
与
え
か
ね
な
い
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。「
大
好
き
な
お
酒
が
飲
め

な
い
の
も
、
妊
娠
・
授
乳
中
だ
け
の

こ
と
」
と
考
え
、
控
え
る
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

こ
ど
も
未
来
課
保
健
師
　
中
園
な
か
ぞ
の

直
美
な
お
み

ア
ル
コ
ー
ル
の
害
に
つ
い
て
考
え
よ
う

〜
妊
娠
・
授
乳
〜

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す�
県
交
通
安
全
協
会
は
、
優
良
運
転
者

と
交
通
安
全
功
労
者
を
表
彰
し
ま
す
。

交
通
安
全
協
会
会
員
で
、
現
在
、
車

を
運
転
し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。
希

望
す
る
人
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間

4
月
1
日
(金)
〜
28
日
(木)

表
彰
の
種
類
・
資
格

▽
地
区
協
会
長
表
彰
（
5
年
以
上
無
事

故
・
無
違
反
）

▽
地
区
連
名
表
彰
（
10
年
以
上
無
事

故
・
無
違
反
）

▽
県
連
名
表
彰
（
10
年
以
上
無
事
故
・

無
違
反
）

▽
緑
十
字
銅
章
（
10
年
以
上
無
事
故
・

無
違
反
）

▽
管
区
連
名
表
彰
（
20
年
以
上
無
事

故
・
無
違
反
）

※
　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
交
通
安

全
協
会

1(
924)

0
0
6
6

5(

924)

0
0
6
4

情
報
ひ
ろ
ば
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希
望
す
る
人
は
申
請
を

優
良
運
転
者
・
交
通
安
全
功
労
者
表
彰

白水大池公園内の桜広場（管理棟横）と展望台広場（ちびっこ広

場横）の桜が、間もなく見ごろを迎えます。しかし、毎年、問題に

なるのが駐車場の大混雑です。

駐車台数には限りがあります。花見の際は、ぜひ春日市コミュニ

ティバス「やよい」を利用してお出かけください。

なお、園内では火気の使用（バーベキューなど）を禁止していま

す。

誰もが気持ちよく花見を楽しめるよう、皆さんのご協力をお願い

します。

最寄りのバス停（上白水線）
桜広場側

白水大池公園噴水前バス停

ちびっこ広場側

白水大池公園ちびっこ広場前

問い合わせ先 都市計画課
1(584)1111 5(584)1143

上白水�
池の下� 大土居�

塚原台�白水大池�
公園西�

白水小�
建設地�

ウトグチ�
瓦窯展示館�

白水大池�
公園�

春日南中�
松ヶ丘入口�

ちびっこ�
広場前バス停�

噴水前バス停�
P

P

白水大池公園

花見は「やよい」で出かけよう



春日市子育て支援センター�
（須玖南2-120春日市すくすくプラザ内）�

1584-1010　5584-7739�
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

春日中央保育園（昇町6―109）
1(581)8640

（生後51日目～5歳児対象）

｢子ども一人ひとりを受け入れ、愛情を持って関
わることにより、豊かな感性を育て、創造性の芽生
えを養い、生きる喜びと困難な状況へ対処する力を
培う｣を目標に、感動を覚える人に育てる教育を行
っています。

職員は皆、三度の飯より子どもたちの笑顔が大好
き。｢凡

ぼん

事
じ

徹底
てっ て い

｣を心に、今何をしなければならない
のかを日々追求しながら子どもと接しています。
季節の行事には、地域の皆さんを招待しています。
ぜひ一度、園の様子をのぞいてみてください。

～保育所情報～

穴入れポットン

「子育て支援センター」がオープンしても
うすぐ1年。たくさんの人と出会い、支えら
れ、このセンターも1日1日成長しています。
平成17年度も、人と人との関わりが広が
るような企画をたくさん考えています。子育

てを一人で抱
え込まず、た
んぽぽルーム
などで子育て
仲間の輪を広
げましょう。

遠
足
の
様
子

▲

赤ちゃん（特に0歳児）の子育て
は、母乳の授乳など母親にしか担え
ないことがたくさんあります。しか
し、男性、特に父親の育児への関わ
りも、大変重要です。
「オムツ交換をする」「一緒に遊

ぶ」など、直接的な育児はもちろん、
母親を精神的に支えることも、父親
の大切な役割なのです。
また、子どもが成長していく中で、

わが子が抱えている問題を父親も知
り、母親任せにせず、子育ての方向
性を共有することも大切です。
家族みんなで子育てを楽しみまし

ょう。

ミルク缶を使って、手指の器用さの発達を促
すおもちゃを作りましょう。

カ
ン
ガ
ル
ー
通
信

17

ミルク缶のフタに
カッターなどで穴
をあける。

ミルク缶にビニ
ールテープや色
紙でかざりを付
けて完成。



市 の 人 口

●市の人口 109,815人

女 55,941人　男 53,874人

●世 帯 数 42,896世帯
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2月19日、春日原小学校で開か
れた「エコクッキング」。環境を守
るため、ゴミを出さないよう、食
材を皮ごと調理する子どもたち。

表
紙
の
写
真

神社に魔よけとして置かれてい
る狛犬。普通は石製が多い中、岡
本の熊

くま

野
の

神社の狛犬は素焼きで大
変珍しいものです。いかつい顔を
していますが、柔らかい色合いで
とても愛きょうがあります。
背中に刻まれた文字から、

1688年に須玖村の「吉村清五郎」
という人が奉納したものだという
ことが分かります。

（奴国
な こ く

の丘歴史資料館）

土製の狛犬
こまいぬ

(2/15現在)

｢未来の給食｣をイメージした献立を、子どもた

ちが実際に作ってその出来栄えを競うコンクール

で、天神山小学校チームが見事、最優秀賞を獲得

しました。

福岡県学校給食会が、県下の小学生を対象に、

子どものアイデアを今後の給食に生かそうと開い

たもので、同校6年の樋
ひ

口
ぐち

寛
かん

伍
ご

さん、堤
つつみ

天
てん

志
し

さん、

宇都宮
うつのみや

健
けん

吾
ご

さんの3人が出場。福岡県の特産品を

使った｢ささみの明太
めんたい

巻
ま

き｣や｢グラタンギョウザ｣、

｢カラフル春雨スープ｣の3品を手際よく仕上げ、

審査で｢最も夢のあるメニュー｣に選ばれました。

3人は、｢料理に興味はあったけど、まさか優勝

するとは思いませんでした｣と大喜び。よりよい給

食作りに励む学校の取り組みが、子どもたちにも

浸透して今回の快挙につながったようです。

｢こどもエコクラブ｣の会員たちによる｢エコク

ッキング｣講習会が、2月19日、春日原小学校の

調理室で開かれ、約50人が参加しました。

この｢こどもエコクラブ｣は、現在、市内に22

クラブあり、それぞれ保護者などでつくる｢サポ

ーターの会｣に支えられながら、約150人の会員

が環境を守るさまざまな活動に励んでいます。

この日は、｢自然食の会｣の鬼塚
おにづか

幸
ゆき

子
こ

さんの指

導を受けながら、｢日本の朝ごはんをつくろう｣

と題して、みそ汁と炊飯に挑戦。まずは環境に

やさしい無農薬天然肥料の食材買出しから始め

て、ゴミを出さない調理、残さない試食までを

実践しました。

子どもたちは、白菜の芯やねぎのヒゲ根まで具に使ったり、白菜の塩もみで出た汁をみそ汁に加えたりと、徹底

的に無駄をなくす講師の指導に驚きながらも、出来上がった料理の味を満足そうにかみ締めていました。

環境に気を配った料理講習会　こどもエコクラブの｢エコクッキング｣

高さ21cm（写真右は「あ」、左は「うん」
を表している）

▲左が「ささみの明太巻き(のり
ソースぞえ)」

▲落ち着いた表情で、手際よ
く調理する3人

天神山小学校

｢あなたが考える未来の学校給食｣子ども料理コンクールで最優秀賞

食
材
は
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
手
前
の
鍋
の
中
へ

▲

左
か
ら
宇
都
宮
、
樋
口
、
堤
さ
ん

▲


